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あらまし：本研究では, 大学のチュータ育成における研修機会の不足を補うため, 学生が独学で学べるオ

ンライン教材を開発した.  チュータリングに必要な 12 のトピックを設定し, 動画・学習ノート・ワーク

シートを組み合わせてモジュール化した. また, 教材は協調学習にも活用できるよう配慮した. 今後は, 
専門家や学習者による形成的評価を通じて教材の改善と有効性の検証を進める.  
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1. はじめに 
近年, 大学における学習支援の一環として, ピア・
チュータリングの導入が進んでいる.  授業外学習
の支援や学修コミュニティの形成において, チュー
タの果たす役割は大きいが, 育成・配置の仕組みに
は大学間でばらつきがある.  特に, 体系的なトレー
ニングプログラムや業務基準が整備されていない例

が多く, 一部の大学では米国 CRLA（College Reading 
& Learning Association）(1)の認証を活用しているもの
の, 大半はアルバイト雇用に関する説明のみにとど
まっているのが現状である.  また, 現役学生がチュ
ータを担う場合が多く, 時間的制約から集合研修の
実施も難しい.  こうした課題をふまえ, 本研究では, 
チュータが業務の前後や業務中に, 必要な知識・ス
キルを独学で習得できるよう, 12 のトピックに基づ
く動画・学習ノート・ワークシートを備えたオンラ

イン教材を開発した.  今後は, 専門家・学習者によ
る形成的評価を通じて, 教材の改善と実用性の検証
を進める予定である.   

 
2. ニーズ分析と教材開発の方針 
教材開発に先立ち, 学内外のチュータリング実践
や先行研究を参照し, 現役チュータや支援担当教員
に対してヒアリングを行った.  その結果, 多くの大
学において以下のような課題が明らかとなった .  
第一に, チュータ研修の機会が限られており, 体系
的に学ぶ機会が乏しいこと.  第二に, チュータの多
くが現役学生であるため, 集合研修への参加が時間
的・物理的に難しいこと.  第三に, 研修が行われて
も一過性に終わり, 実際の業務に活用しづらいこと

が挙げられた.   
これらのニーズを踏まえ, 本研究では, ①チュー
タとして業務に就く前後に自律的に学べること, ②
体系的かつ柔軟に学習できること, ③研修だけでな
く業務中のリファレンスとしても使えることを目指

して, オンライン形式によるモジュール型教材を開

発する方針とした.   
 

3. 教材のデザインと工夫 
本教材は, チュータリング初心者の学生が自律的

に必要な知識・スキルを習得できるよう, モジュー

ル型の構成と多層的な教材形式を組み合わせて設計

した.  対象は主に, 大学で初めてチュータ業務に就

く学部学生であり, 集合研修への参加が難しい環境

でも, 個別の時間や関心に応じて学習できるよう配

慮している.   
内容は, チュータリングに必要な12のトピックを
独立した学習単元として構成しており, 各トピック
には行動目標を明記した.  これにより, 学習者が各

回の目的を理解しやすくなり, 自己評価や振り返り

を行う際の指標としても活用できる.  トピックの
選定には, 国内外のチュータ育成プログラム（例：

CRLA(1)）やメンタリングのガイドライン(例: 渡邊

ほか, 2014(2)) を参考にし, 基本的かつ汎用性の高い

内容を取り入れている.   
教材は, 5〜10 分程度の短い動画と, 要点を箇条書

きで整理した学習ノートを組み合わせて構成されて

いる.  動画では各トピックの要点を視覚的・聴覚的

に提示し, 短時間で集中して学習できるよう編集し

ている.  学習ノートは, 動画を視聴できない環境や
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復習の際にも使えるよう, 要点が簡潔にまとめられ

ており, メモ欄や補足情報も記載している.  ノート
と動画の併用により, 理解の定着を促し, 繰り返し

学ぶことが可能となる.   
さらに, 各トピックには対応するワークシートを

設けており, 学習内容を自己の経験や業務と結びつ

けて内省し, 実践への応用ができるよう設計してい

る.  これらのワークシートは, 個人での活用に加え

て, ペアやグループでのディスカッション教材とし

ても使用でき, 対面型研修への転用も想定している.  
特に, 対話的な振り返りやケース検討を行う際に有

効である.   
本教材の独自性としては, すべての教材がオンラ
イン上で自由にアクセス可能であり, 学習者が任意

のトピックから順不同で学べる点が挙げられる .  
これにより, 業務前の予習, 業務中の確認, 業務後
の振り返りといった各場面での「可搬性のあるリフ

ァレンス教材」としての活用が可能となっている.  
図 1 には, 動画・学習ノート・ワークシートからな
る教材構成の一例を示す.   
 今後は, 学習支援やチュータリングの専門家, 実
際の学習者からの形成的評価を実施し, 内容の改善

や表現の明瞭化, 構成の再調整などを行う予定であ

る.  これにより, より実用的で継続的に活用可能な

教材への発展を目指す.   
 
4. まとめ 
本研究では、大学におけるピア・チュータリング

の質的向上を目的に、現役学生が独学で基本的な知

識とスキルを習得できるオンライン教材を開発した。

教材は 12のトピックによるモジュール型構成とし、

動画・学習ノート・ワークシートを組み合わせ、学

習者の状況や目的に応じた柔軟な学びを支援する。

各トピックの修得を可視化し、デジタルバッジ等を

活用したマイクロクレデンシャルの導入も視野に入

れている。 
本教材は、業務前の予習、業務中の確認、業務後

の振り返りなど多様な場面で活用でき、可搬性のあ

るリファレンス教材としても機能する。今後は、実

際の育成プログラムに導入し、専門家や学習者によ

る形成的評価を通じて改善と実用性の検証を進め、

他大学・他領域への応用も含めた発展を目指す。 
 

 
図 1 オンライン教材, 学習ノート,  

ワークシートの例 

表 1 教材の 12トピック 
 トピック 学習内容 
1 チュータリ

ングの定義
とチュータ
ー責任 

チュータリングの基本的な定義とチュ
ーターの役割を理解し, 自身の職務の
意義を明確化する.   業務内容を他者
に説明できるようになることを目指す.   

2 チュータリ
ングの基本
ガイドライ
ン 

チュータとして活動する際の基本的な
姿勢や注意点を学ぶ.  大学で定める
ガイドラインや倫理規範の重要性を理
解し, 適切な行動判断を支援する.   

3 チューター
セッション
の開始およ
び終了の技
法 

チュータリングのセッションをどのよ
うに始め, どのように終えるべきかを
学び, 円滑なセッション運営のための
基本スキルを習得する.   

4 成人学習者
の学習スタ
イル（傾
向） 

チュータ対象となる学生が成人学習者
であることを前提に, 学習スタイルや
動機づけの傾向を理解し, 個別対応の
基礎とする.   

5 困難な状況
への対処 

チュータリング中に起こりうる困難な
ケース（無反応, 過度な依存, 不適切
な態度など）を理解し, 適切に対応す
るためのスキルを養う.   

6 ロールモデ
ル（模範） 

チュータ自身が学生の模範となる存在
であることを意識し, ふさわしい態度
や行動を選択できるよう, 自己点検の
視点を学ぶ.   

7 タイムマネ
ジメント／
学習計画作
成 

チューティー（被支援学生）の時間管
理や計画作成をサポートするために必
要な知識を学ぶ.  失敗要因の特定と
対策提案のスキルも含む.   

8 コミュニケ
ーションス
キル 

チュータリングにおける基本的なコミ
ュニケーションスキル（傾聴, 共感, 
非言語的対応など）を理解し, 信頼関
係構築の基盤をつくる.   

9 傾聴と言い
換え 

「聞く」だけでなく, 相手の発言を整
理・確認しながら言い換えるスキルを
学ぶことで, 対話の深化と誤解の防止
を図る.   

10 リフェラル
スキル 

チュータ自身の対応が難しい場合に, 
適切な学内支援機関へつなぐ（リフェ
ラル）判断力と紹介の方法を学ぶ.   

11 批判的思考
力のスキル 

チュータリングにおいて, 事実と意見
を区別しながら冷静に問題を捉える思
考力を学ぶ.  支援者としての姿勢を
理性的に保つ力を養う.   

12 チュータリ
ングと倫理 

チュータリングに求められる倫理的配
慮（守秘義務, 公平性, 権力関係な
ど）を理解し, 実践場面で適切に行動
できるようにする.   

 
本研究は JSPS 科研費 JP24K15221 の助成を受けた

ものです。 
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